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４－４ 歴史的・文化的環境 

４－４－１ 文化財 

事業計画地周辺の指定文化財の概要は表 4-4-1 に、埋蔵文化財等の概要は表 4-4-2 に、

位置図は図 4-4-1 に示すとおりである｡ 

事業計画地周辺には、文化財保護法（昭和 25 年法律第 214 号）、大阪府文化財保護条例

（昭和 44 年大阪府条例第 5 号）並びに阪南市文化財保護条例（平成 12 年阪南市条例第 32

号）に基づく、登録又は指定文化財等が、7 件存在する。 

事業計画地内に指定文化財は存在せず、周知の埋蔵文化財包蔵地は箱作細谷石切場跡、箱

作細谷石切場跡が存在する｡ 

 

表 4-4-1 事業計画地周辺の文化財等の概要 

図中

番号 
区分 種別 名称 所在地 

選定 

年月日 

① 府 有形文化財 建造物 

加茂神社 本殿 

附;慶長 15 年銘石燈篭

(1 基) 

箱作 
昭和 45 年 2

月 20 日 

② 府 有形文化財 彫刻 
宗福寺 木造地蔵菩薩

坐像 
箱作 

昭和 56 年 6

月 1 日 

② 府 民俗文化財 無形 宗福寺の双盤念仏 箱作 
平成 21 年 1

月 16 日 

③ 市 有形文化財 彫刻 
石 造  地 蔵 菩 薩 立 像

（応永十年銘） 

箱作 

箱作共同墓地内 

平成 18 年 2

月 28 日 

- 市 民俗文化財 無形 箱作の盆踊り 箱作 
平成 20 年 3

月 21 日 

- 市 民俗文化財 無形 貝掛音頭 貝掛 
平成 20 年 3

月 21 日 

④ 市 記念物 天然記念物 ヒトモトススキ 箱作 
平成 17 年 3

月 24 日 

注：図中番号は、図 4-4-1 に対応している。 
「阪南市内所在指定文化財等」（阪南市ホームページ） 

「大阪府内指定文化財一覧表」（大阪府ホームページ） 

https://www.city.hannan.lg.jp/kakuka/syogai/syogai_s/shitei/index.html 
https://www.pref.osaka.lg.jp/attach/2824/00072558/040hannanR3.pdf より作成 
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表 4-4-2 事業計画地周辺の埋蔵文化財等の概要 

図中番号 名称 種類 

1 箱作谷川石切場跡 生産遺跡 

2 箱作細谷石切場跡 生産遺跡 

3 茶屋遺跡 散布地 

4 箱作南遺跡 散布地 

5 箱作古墳 古墳 

6 箱作西遺跡 散布地 

7 田山東遺跡 散布地 

8 田山遺跡 集落跡 

9 箱作ミノバ石切場跡 生産遺跡 

10 井山城跡 城館跡 

11 飯ノ峯畑遺跡 集落跡 

12 箱作今池遺跡 集落跡 

13 四郎太郎遺跡 散布地 

14 金剛寺遺跡 社寺跡 

15 貝掛遺跡 集落跡 

16 塚谷古墳群 古墳 

17 塚谷古墳群 3 号墳 古墳 

18 塚谷古墳群 2 号墳 古墳 

19 塚谷古墳群 1 号墳 古墳 

20 田山西遺跡 集落跡 

21 山田海岸遺跡 生産遺跡 

22 土浦藩陣屋跡 社寺跡 

注：図中番号は、図 4-4-1 に対応している。 
「地図情報提供システム」（大阪府ホームページ） 

https://www11.cals.pref.osaka.jp/ajaxspatial/ajax/より作成 
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図 4-4-1 文化財等の位置 

https://www.city.hannan.lg.jp/material/files/group/42/20210625Japanese(MAP).pdf 
https://www.pref.osaka.lg.jp/attach/2824/00072558/040hannanR3.pdf 
https://www11.cals.pref.osaka.jp/ajaxspatial/ajax/ 
 

出典：国土地理院発行2.5万分1地形図 
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４－４－２ 歴史的・文化的景観 

「阪南町歴史的環境（町並み）保全調査報告書」（阪南町教育委員会、平成 2 年）によ

ると、阪南市において歴史的町並みが残る可能性のある 11 地区を対象に調査を実施した

結果、尾崎、山中の 2 地区が特に面として歴史的町並みの保存を検討すべき地区として抽

出されている。尾崎地区には、18 世紀後期から 19 世紀中期（幕末）頃にかけて、さらに

明治・対象と各時代の町家が多数残されており、各所ににもすぐれた歴史的町並みがみら

れる。山中渓地区は、自然環境の豊かな街道沿いに伝統的様式の町家が点在しており、旧

宿場町のなごりをとどめた独特の歴史的景観をつくり出している。 

また、阪南市自然田には歴史的景観をかたちづくる要素をもつとされる国指定文化財で

ある南家住宅土塀が分布している。 

「阪南市都市計画マスタープラン」（阪南市、平成 24 年）によると、歴史的な建物やま

ちなみについて、調査を図るとともに良好な景観資源の保全を図ることとしている。 
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